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要要約約

 

21 世紀に入り、日本列島で巨大地震・津波や集中豪雨、台風などの大規模自然災害が常態化し、

多くの人命・生活環境が奪われた。これまで“異常”と判断されてきた災害は、もはや日常と化し、

広範囲かつ複合化・複雑化する自然災害を目の前にして、わたしたちには身につけた防災知識のな

かから自ら主体的に対応策を選びとる力が求められよう。 

そこで、こうした力を身につける方法として、集団内の対人関係や協力関係をうながす活動とし

てのナビゲーションアクティビティの実践に注目し、体験と振り返りをセットにした防災ナビゲー

ションゲームを設計した。 

本稿は、南種子町立花峰小学校における体験と振り返り、鹿児島大学共通教育科目「地域防災学

実践」における体験・振り返りと新たな防災ナビゲーションゲームの設計という防災教育の実践報

告である。この実践を通じて、参加者は防災の視点で地域を見る目を獲得するとともに、社会全体

あるいは地域全体が災害に対応した、災害からの回復力を組み込んだものであることを理解するこ

とができる。また、チームの協力的態度がうながすナビゲーションアクティビティを採りいれた防

災教育の可能性を展望したものである。 
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11．．ははじじめめにに  

21 世紀に入り、日本列島で巨大地震・津波や集中豪雨、台風などの大規模自然災害が常態化し、

多くの人命・生活環境が奪われた。これまで“異常”と判断されてきた災害は、もはや日常と化し、

広範囲かつ複合化・複雑化する災害から命や地域社会を守る術を、わたしたちは再考しなければな

らない段階にあるといえよう。 

災害とは、物を壊し秩序を乱すことで、それらの課題を人びとの目の前に露わにし、社会のなか

でもっとも弱い部分にもっとも大きな被害をもたらす。したがって、災害への対応は、被災前から

の課題を知り、それにどう働きかければよいかを理解することが不可欠である。 

わたしたちにとって、自然現象である災害を完全に封じ込めることはできないため、災害の発生

を事前に予知し、被害を軽減する備えを高めるとともに、災害時に被害を拡大させず、相互に助け

合って、救援・復興を通じて災害に打たれ強い社会に作り直していくような働きかけが必要となる。

著者の一人である佐藤は、これまでに大規模自然災害時を想定した文化財保全 DIG（Disaster 

Imagination Game，災害図上訓練）シミュレーションを行うとともに（宮崎県宮崎市・高鍋町、鹿児

島県出水市・霧島市）1、COVID-19下において、オンラインで実施する方法を模索してきた2。 

わたしたちは、「揺れを感じたら机の下に身を隠す」、「グラッときたら火を止める」、「津波が来る

前に高い場所へ避難する」などの防災知識を避難訓練を通じて、繰り返し獲得し、共有してきた。

しかし、現在の複合化・複雑化する自然災害において、通り一遍の防災知識では対応できないだろ

うし、たとえ知識として知っていたとしても（そのようなことがないことに越したことはないが）

実際に活用できて初めて身についているともいうことができるだろう。すなわち、複合化・複雑化

する自然災害を目の前にして、わたしたちには身につけた防災知識のなかから自ら主体的に対応策

を選びとる力が求められよう。 

そこで、こうした力を身につける方法として、集団内の対人関係や協力関係をうながす活動とし

てのオリエンテーリング、ロゲイニング、ウォークラリーなどを応用したナビゲーションスポーツ

あるいはナビゲーションアクティビティの実践に注目したい。その先行する実践に、美澤綾子・林

能成「防災ロゲイニング普及に向けたテストフィールドの設計と活用」3がある。同論文では、地域

が抱える弱点に気づくための訓練として、また防災マップづくりの前段階として、「防災ロゲイニン

グ」という名称のゲームの開発を進め、地域特性を知るための防災ツールを普及させる方策を検討

 
1 佐藤宏之①「地理情報システムを用いた歴史文化情報の可視化と災害対策への活用に向けた基盤
構築」（『鹿児島大学地震火山地域防災センター 平成 30年度報告書』、2019年）、佐藤宏之②
「大規模自然災害に備えうる／耐えうる地域歴史文化の創成にむけて」（『鹿児島大学地震火山地

域防災センター 令和元年度報告書』、2020年）、深瀬浩三「大規模災害を想定した文化財防災
DIG（災害図上訓練）ワークショップの実践と課題―霧島市を事例として―」（『鹿児島大学地震
火山地域防災センター 令和元年度報告書』、2020年）。 

2 佐藤宏之③「大規模自然災害時を想定した文化財保全DIGオンラインシミュレーションの方法
論的探究」（『九州保健福祉大学博物館学年報』第 10号、2021年）。 

3 『社会安全学研究』（第 4号、2014年）。 
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し、その具体的な方策としてテストフィールドの設定と、その活用による教育・研修プログラムの

充実を提案したものである。その実践の結果、ゲームとして競技性をもたせたことで多くの参加者

が主体的に参加しており、防災活動への参加のきっかけをつくることができたと評価された。その

一方で、単なる宝探しに終わらないために、スタート前に明確な意味づけをしたり、ゴールした後

にエレメント（地域防災の構成要素）4の写真を用いて振り返りの時間をとったりと、体験と振り返

りをセットにした教育プログラムの提案や、自らがフィールドで探して発見するほうが問題意識を

高めやすいことも指摘されている。 

そこで、本稿では、美澤・林（2014）の成果をふまえて、体験と振り返りをセットにした教育プ

ログラムの実践例を紹介したい。 

 

22．．防防災災ロロゲゲイイニニンンググととははななににかか5 

防災ロゲイニングとは、地域にある防災に関する施設や設備を制限時間内に数多く回り、獲得し

た点数の多さを競うゲームである。 

そのねらいは、地域の防災に関するエレメントを回ることにより、防災の視点で街を見る目を養

うこと、ゲーム感覚で、防災活動への参加のきっかけをつくることにある。 

この防災ロゲイニングでは、3〜5 人で一チームを構成し、地図と写真表を持ってエレメントを探

す。競技時間は、30〜60 分程度で、市街地での安全確保のため、歩いて移動する。各エレメントに

は、1〜30 点程度の点数がついている。エレメントの通過証明は写真撮影による。制限時間に対し

てエレメントは多めに設定されており、時間内にすべてのエレメントを回ることは難しい。回る順

番は自由で、制限時間内に獲得した点数で順位を決定する。参加者は地図を熟読して、高得点のエ

レメントを効果的に回るルート選択を迫られることになる。 

 

33．．防防災災ロロゲゲイイニニンンググのの実実践践例例  

33−−11．．南南種種子子町町立立花花峰峰小小学学校校ででのの実実践践例例6 

2022 年 11 月 5 日、南種子町立花峰小学校において防災ロゲイニングを実施した。総エレメント

数は 13、制限時間は 30 分とした。参加者は小学生 10 名、低学年と高学年を混ぜて 5 チームに分

けた。この防災ロゲイニングは、自分たちが暮らす、よく知っている地域であることと、防災ロゲ

イニングのゲーム性のため、安全確保がおろそかにならないよう、それぞれのチームに大学生を補

 
4 美澤・林（2014）では、エレメントをⅠ.危険なもの（燃料タンク、ブロック塀、自動販売機、

土石流危険地域、橋など）、Ⅱ.防災や防火に関するもの（消火器、消火栓、ポンプ倉庫、防災倉

庫、津波避難ビル、耐震性貯水槽など）、Ⅲ.災害後に必要なもの（避難所、病院、公衆電話、

AED、薬局、食料品店、掲示板など）と例示している。 
5 美澤・林（2014）。 
6 花峰小学校での実践については、令和 4 年度アイランドキャンパス事業報告書

（http://www.shima-supporter.com/r04_kadai.pdf）を参照のこと。 

11．．ははじじめめにに  
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しかし、現在の複合化・複雑化する自然災害において、通り一遍の防災知識では対応できないだろ
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する自然災害を目の前にして、わたしたちには身につけた防災知識のなかから自ら主体的に対応策

を選びとる力が求められよう。 

そこで、こうした力を身につける方法として、集団内の対人関係や協力関係をうながす活動とし

てのオリエンテーリング、ロゲイニング、ウォークラリーなどを応用したナビゲーションスポーツ

あるいはナビゲーションアクティビティの実践に注目したい。その先行する実践に、美澤綾子・林

能成「防災ロゲイニング普及に向けたテストフィールドの設計と活用」3がある。同論文では、地域

が抱える弱点に気づくための訓練として、また防災マップづくりの前段階として、「防災ロゲイニン

グ」という名称のゲームの開発を進め、地域特性を知るための防災ツールを普及させる方策を検討

 
1 佐藤宏之①「地理情報システムを用いた歴史文化情報の可視化と災害対策への活用に向けた基盤
構築」（『鹿児島大学地震火山地域防災センター 平成 30年度報告書』、2019年）、佐藤宏之②
「大規模自然災害に備えうる／耐えうる地域歴史文化の創成にむけて」（『鹿児島大学地震火山地

域防災センター 令和元年度報告書』、2020年）、深瀬浩三「大規模災害を想定した文化財防災
DIG（災害図上訓練）ワークショップの実践と課題―霧島市を事例として―」（『鹿児島大学地震
火山地域防災センター 令和元年度報告書』、2020年）。 

2 佐藤宏之③「大規模自然災害時を想定した文化財保全DIGオンラインシミュレーションの方法
論的探究」（『九州保健福祉大学博物館学年報』第 10号、2021年）。 

3 『社会安全学研究』（第 4号、2014年）。 
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助として付けた。各チームに、

通過証明の写真を撮るための

iPad、配布物（エレメントの写

真と下中地区の地図）（第１

図）、ポケット Wi-Fi を用意し

た。 

本ロゲイニングは、第１表の

通りに設計した。 

まず、ロゲイニングのやり

方、①写真を手がかりにその場

所へ行き、同じ構図の写真を

iPadで撮ること（子どもがそのなかに写り込むことでエレメントの場所に到達した証拠とする。大

学生が撮影者と

なる）、②地図に

写真の番号を書

き込むこと、③エ

レメントは地図

の赤枠のなかに

存在しているこ

と（したがって、

その外には行か

ないこと）、④制

限時間は 30 分。

すべての場所を

回らなければな

らないわけでは

ないこと。高学年

は低学年のペー

スに配慮すること。30分から 1分過ぎるごとに 5分減点すること、⑤ビンゴで 3点加点すること、

⑥帰ってきたら「なぜそれが地域防災にとって重要なのか」を考え、Microsoft Whiteboard（アプ

リ）に書き込むこと、⑦交通ルールを守ること、決して走らないこと、を確認した。 

特に、エレメントをできるだけ早く、数多く探し出す競争（ゲーム）ではなく、エレメントが地
、

域の防災資源
、、、、、、

（Ⅰ．危険を知らせてくれるもの、Ⅱ．防火や防災に関するもの、Ⅲ．災害後に必要

なもの）として
、、、

、なぜ重要なのかを考えながら行うこと
、、、、、、、、、、、、、、、、、

を意識化させた。 
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第第 22図図  

5チームすべてが 30分以内に 13のエレメントすべてを回ることができた。ゴールしたあと、各

エレメントが地域の防災資源としてなぜ重要なのか、Microsoft Whiteboardを用いてまとめる作業

を行った（第 2図）。その後、各チームの考えを参加者へ説明し共有する時間を設けた。 

①消火水利は、火災発生時に水をくみ上げる場所ではあるが、消防車が停めやすい駐車場の下に水

が貯まっており、すぐに消防車が活動できる工夫がしてある。⑩消火水利は、子どもたちが利用する

プールであり、その水を消火活動に使用することがわかる。子どもたちは、普段使用するプールの入

口とは反対の、道路に面した位置に鍵付きの入口があることに気がつく。それによって、火災時に道

路側からスムーズに水をくみ上げることが可能になる。子どもの「誰がその鍵をもっているのだろう

か」という意見は実際の災害を想定した重要な気づきであろう。⑧下中地区公民館と⑪花峰小学校は

同じ避難所に指定されている7。しかし、地盤の高さ（標高）21mの⑧下中地区公民館は、洪水・土砂

災害・高潮のさいの避難所として適しており、津波・地震のさいの避難所としては適していない。一

 
7 「南種子町津波ハザードマップ（下中地区）」では、⑧下中地区公民館は、災害によって住居等
が損壊や火災等のため使用できなくなった被災者に対し、宿泊や給食等の救援救護を実施するた

めに設置する一次避難所であり、⑪花峰小学校は、一次避難所に避難した高齢者や障がい者のう

ち、一次避難所で避難生活を継続することが困難な者を優 先的に避難させるために設置する二
次避難所であることが示されている。 

助として付けた。各チームに、

通過証明の写真を撮るための

iPad、配布物（エレメントの写

真と下中地区の地図）（第１

図）、ポケット Wi-Fi を用意し

た。 

本ロゲイニングは、第１表の

通りに設計した。 

まず、ロゲイニングのやり

方、①写真を手がかりにその場

所へ行き、同じ構図の写真を

iPadで撮ること（子どもがそのなかに写り込むことでエレメントの場所に到達した証拠とする。大

学生が撮影者と

なる）、②地図に

写真の番号を書

き込むこと、③エ

レメントは地図

の赤枠のなかに

存在しているこ

と（したがって、

その外には行か

ないこと）、④制

限時間は 30 分。

すべての場所を

回らなければな

らないわけでは

ないこと。高学年

は低学年のペー

スに配慮すること。30分から 1分過ぎるごとに 5分減点すること、⑤ビンゴで 3点加点すること、

⑥帰ってきたら「なぜそれが地域防災にとって重要なのか」を考え、Microsoft Whiteboard（アプ

リ）に書き込むこと、⑦交通ルールを守ること、決して走らないこと、を確認した。 

特に、エレメントをできるだけ早く、数多く探し出す競争（ゲーム）ではなく、エレメントが地
、

域の防災資源
、、、、、、

（Ⅰ．危険を知らせてくれるもの、Ⅱ．防火や防災に関するもの、Ⅲ．災害後に必要

なもの）として
、、、

、なぜ重要なのかを考えながら行うこと
、、、、、、、、、、、、、、、、、

を意識化させた。 
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方、地盤の高さ（標高）11m の⑪花峰小学校は、洪水・土砂災害・高潮・地震のさいの避難所として

適しており、津波のさいの避難所としては適していないことが知られる。同じ避難所であっても、そ

の避難場所がどの災害に適しているか、または適していないかが表示されていることに気がつく。そ

の表示によって、日ごろからその適所への避難のイメージを形づくることできるだろう。 

この振り返りの時間では、子どもたちが普段何気なく過ごしている地域の防災資源が、 

Ⅰ．危険を知らせてくれるもの 

③砂防指定地、④土石流危険渓流、⑤海抜 11m、⑦海抜 8m、⑫海抜 4m、⑬海抜 11m 

Ⅱ．防火や防災に関するもの 

①消防水利、②消火栓、⑥消火栓、⑨消火栓、⑩消防水利 

Ⅲ．災害後に必要なもの 

⑧避難所（一次）、⑪避難所（二次） 

に分類されることを改めて確認する機会となった。 

 

33−−22．．鹿鹿児児島島大大学学共共通通教教育育科科目目「「地地域域防防災災学学実実践践」」ででのの実実践践例例  

鹿児島大学共通教育科目「地域防災学実

践」（岩船昌起先生）において、2022 年 12 月

17 日に「防災ナビゲーションゲームをつく

ろう」（2 コマ）を実施した。受講生は 1～3

年生の 8 名で 3 チームに分けた。 

最初に防災ナビゲーションゲームの概要

を説明（本稿「2．防災ロゲイニングとはなに

か」の内容）したのち、鹿児島大学内にある

AED（Automated External Defibrillator）

を探す「AED ナビゲーションゲーム」を行

った（第 3 図）。 

これは、実際に防災ナビゲーショ

ンゲームを作成するにあたり、まず

はそのゲームがどういうものなの

かを体験してもらう意図があった。

第 4 図は、鹿児島大学郡元キャンパ

ス内のAEDの設置場所などを示し

た地図である。AED が屋内に設置

されているのか、屋外に設置されて

いるのか、その情報が示されている
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ものの、その正確な場所は実際に訪れてみないとわからない。そのことが本ゲームを通して確認さ

れた。 

そこで、つぎの時間では、「AEDナビゲーションゲーム」での体験をもとに、制限時間 20分で行

う「鹿児島大学版 防災ナビゲーションゲーム」づくりに取り組んだ。そのねらいは、大学内に存在

する防災に関する施設や設備をまわることにより、防災の視点で大学内を見る目を養うとともに、

自分が生活する大学内の特徴や弱点を知ること、そしてその特徴や弱点をふまえて、自らがナビゲ

ーションゲームを設計することにある。 

コース設計のポイントの 1つは、防災に関する施設や設備、すなわち、Ⅰ．危険なもの（燃料タ

ンク、ブロック塀、自動販売機、急傾斜地など）、Ⅱ．防火や防災に関するもの（消火器、消火栓、

防災倉庫、耐震性貯水槽など）、Ⅲ．災害後に必要なもの（避難所、病院、公衆電話、AED、食料品

店、掲示板など）をどのように選択するか、2 つには配置と配点のバランスを考え、参加者にまん

べんなく学内をまわってもらう意図をもって選定し、配点を決めること。配点の基本は、スタート

地点から遠いところは高く、近いところは低くする。必ず見てほしいものを高得点にしたり、どの

方面に行っても合計得点が同じになるよう工夫したりする。近すぎず、遠すぎず、①〜③の防災に

関する施設や設備のバランスを見ながら配置すること、3 つにはそれぞれの施設や設備がなぜ防災

にとって重要なのか、その理由を考えながら選定・配置することである。 

各チームが iPadで撮影した防災資源に関する情報はクラウド上で共有され、それをもとにmiro

（マインドマップツール）で写真表・配置図・ビンゴ表を作成するとともに、それぞれの施設や設

備がなぜ防災にとって重要なのか、その理由を書いてもらった。 

受講生が作成した「鹿児島大学版 防災ナビゲーションゲーム」の例をつぎに示そう（第 5 図）。 
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第 5図によれば、 

Ⅰ．危険なもの 

⑥海洋波動実験棟、⑨危険物屋内貯蔵所、⑪電源機、⑫プロパンガス貯蔵所、⑭高圧ガス第二貯

蔵所 

Ⅱ．防火や防災に関するもの 

①レスキューベンチ、③北地区受水槽、⑤消化器、⑩防災倉庫、⑬折りたたみ椅子担架 

Ⅲ．災害後に必要なもの 

②中央ミニショップ、④掲示板、⑦中央食堂、⑧保健管理センター、⑮災害対応型自動販売機 

が、まんべんなく配置されていることが知られる。①は普段はベンチとして使用でき、緊急時には

座面を取り外して担架として使用可能であったり、災害の発生により、ライフラインが寸断された

さい、ライフラインの復旧や支援物資が届くまでの期間、人的操作で自販機内の商品を搬出するこ

とができる⑮災害対応型自動販売機があり、これは一時的に飲料を提供するインフラとしての役割

を担うことができることがうかがえる。わたしたちの生活の身近なところに存在する災害対応型用

品の発見は、設計者の意図を十分にくみ取った成果と評価することができる。ただし、防災に関す

る施設や設備の選定や配置には、ナビゲーションゲームの設計者の技量に大きく依存することもま

た指摘しておかなければならない。2023年 5月 13日に「地域防災学実践」のなかで「防災ナビゲ

ーションゲーム」をつくる授業を実施した（受講生は 2～4年生 11名）。今回は 15回の講義のうち

第 4、5回目の授業であったからか、全 15回のうち第 13、14回で実施した 2022年 12月 17日の

「防災ナビゲーションゲーム」より、防災に関する施設や設備の選定に大きな偏りがみられた8。そ

のことは、「鹿児島県内諸地域での防災力の向上に係わる課題を発見し、具体的にその中の一つにつ

いて解決できる対策をフィールドワークやグループ学習を通じて構築することを目的とする。その

ためには、鹿児島県内での災害に係わる自然現象や社会構造等の情報を集めて精査し、かつ地区防

災計画、個別避難計画等、防災対策に係わる基礎知識を得た上で、自然やコミュニティ等の「地域」

の実情に合わせて実践的に解決策を編み出す必要がある。」（シラバス「地域防災学実践」）という目

的と、「鹿児島県の防災・減災に係わる課題をよく理解し、自分の考えに従って、その構造を正しく

説明できる。任意の地域での防災・減災に係わる課題を発見し、グループ学習を通じて、その対策

を具体的に構築できる。地区防災計画を始めとする防災対策にかかわる制度を理解し、その意味を

自分の言葉で説明できる。」（シラバス「地域防災学実践」）という学修目標のもとで行われた学習に

よって獲得した防災知識や防災意識の差から生じた結果ではないかと推測される。 

 

 

 
8 防災に関する施設や設備の選定において、窓ガラス等の落下の危険性を指摘する「Ⅰ．危険なも
の」に偏っており、「Ⅱ．防火や防災に関するもの」や「Ⅲ．災害後に必要なもの」が一切選定

されていないチームがあった。 
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44．．おおわわりりにに  

本稿は、美澤・林（2014）に大きな示唆を受けて、南種子町立花峰小学校および鹿児島大学共通

教育科目「地域防災学実践」で行った防災教育の実践報告である。 

この実践の終了後、参加者から「普段何気なく過ごしている地域（大学内）であっても、防災の

視点で見ると新たな発見があった」といった感想が数多く寄せられた。そのことは、防災の視点で

地域を見る目を養うことという防災ロゲイニングのねらいが達成されたことを意味する。その一方

で、それは社会全体、あるいは地域全体や大学全体が、災害に対応した、災害からの回復力を組み

込んだものであることを意味する。したがって、地域の防災資源から、逆に地形などの自然環境や

過去の災害などの歴史的経緯を読み解くことも可能であろう。 

さて、本実践は、地域の防災資源を参加者自らが主体的に発見し、その活用をうながすための方

法として、ナビゲーションアクティビティに注目したものである。著者らは、オリエンテーリング

やロゲイニングのようなチェックポイントを探索する活動（ナビゲーションアクティビティ）を実

施するなかで、参加者の活動前から活動後への協力的態度（提供、受領、成員間）を測定し、参加

者が緊張・不安を抱えていても活動の目的を理解したうえで取り組めば、活動中の成員間関係によ

り、活動後の協力的態度の促進や肯定的感情の獲得につながることをあきらかにした9。すなわち、

活動の目的、内容、参加者の構成などの設定によって、参加者が獲得する態度や感情が大きく変わ

る。また、3-2 で論じたような参加者が持ち合わせている防災知識や防災意識による差も、ナビゲ

ーションアクティビティの特徴である協力的態度の促進と肯定的感情の獲得によって互いに補完し

合うことが可能であろう。 

今後、ナビゲーションアクティビティの体験・振り返りを活かした新たなアクティビティの設計

へと結びつける実践と、その実践者の育成に取り組んでいきたい。 
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